
東北地方におけるプリオン病 

解 説 
 

1. 平成23-24年度東北地方（6県）でプリオン病疑いとして調査を行った症例
は32例、そのうちプリオン病が否定された症例が6例、25例が孤発性ＣＪＤ
疑い症例、1例が遺伝性プリオン病であった。獲得性プリオン病の発症は
なかった。医原性プリオン病1例剖検が1例があった。 

2. 東北6県での人口が約1000万人とすると、発症率は約0.13/10万人/年と
なった。 
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平成24年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果 
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東北地方プリオン病疑い症例 

  孤発性ＣＪＤ 遺伝性プリオン病 獲得性プリオン病 分類不能 ＣＪＤ否定 

例数（H24） 11 0 0 0 5 

例数（H23） 14 1 0 0 1 

％ 78% 3% 0% 0% 19% 
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